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2022 年度末報告書（ふくしまこども⾷堂ネットワーク） 
 

● 提 出 ⽇ ：2023 年５⽉ 30 ⽇ 
● 事 業 名 ：福島県内の町村部・浜通りのこども⾷堂を通じたネットワーク形成事業 
● 資⾦分配団体 ：⼀般財団法⼈ふくしま百年基⾦ 
● 実 ⾏ 団 体  ：ふくしまこども⾷堂ネットワーク   
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成 
時期 

現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

 

⼦育て⽀援状況を確認
するための地域へのヒ
アリング。事業地域で
あるいわき、南相⾺、相
⾺、富岡、広野等、市⺠
団体、学童、保育園など
多⾓的にヒアリングし
て現状を把握できる状
況をつくる。 

具体的にヒアリング
ができた数        
今後の協⼒関係を結
べる団体数 

ヒアリングができた地域の
⼦育て関係者、保育園等の
運営者等 15 名にヒアリング
をおこない地域の現状を確
認する。 

2022 年
3 ⽉末 

ヒアリング 19 件 
こども⾷堂等⼦どもの居場所の⽴ち上げを
検討している個⼈・団体を対象に、ヒアリン
グを実施。取り組みが必要と考える背景につ
いて聞き取りを⾏った。 
その結果、⼦育て世帯の孤⽴や、家庭内の課
題の深刻化を防ぐために、家庭・学校以外に
⼦ども達が安⼼して過ごすことができる居
場所が必要である（現状は地域にない、少な
い）という声が浜通り全域において聞かれ
た。 
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また、新地町・富岡町・いわき市の⼀部では、
経済的困窮を課題に抱えている家庭を、地域
で包括的に⽀援していく必要があるという
声が上がった。 

事 業 地 域 で あ る い わ
き、南相⾺、相⾺、富岡、
広野等への⼦育て担当
⾏政部局、社会福祉協
議会の⼦育て⽀援担当
へのヒアリング。⼦ど
も⽀援の環境や課題を
把握する。 

ヒアリングができた
町村、⼦育て担当部
局。社会福祉協議会
の数 

各市町で⾃治体、社会福祉
協議会含めて 10 件にヒアリ
ングをする 

2022 年
3 ⽉末 

ヒアリング 7 件 
件数は⽬標値に未到達であったが、予定して
いた事業地域のうち、いわき・南相⾺・富岡・
広野の⼦育て担当⾏政部局にヒアリングを
実施。加えて、浪江町の⾏政、社会福祉協議
会へのヒアリングを実施。 
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⼦ども⽀援や、⼦ども
の居場所づくり、⼦ど
も⾷堂の⽴ち上げ⽀援
に関⼼がある⼈を対象
に、啓発研修活動を⾏
なってゆくことで、⼈
材 の 育 成 を 進 め て ゆ
く。 

研修実施回数                 
研修参加者数                  
研修参加者のアンケ
ートを実施した満⾜
度をはかる 
研修参加者から活動
の⽀援者への移⾏、
或いは継続的な活動
への参加者数の増加 

3 年後に研修実施回数は延
べ 26 回実施予定。延べ参加
者は 225 名を想定している。
そのうち実施回数、参加者
と も に８割以 上 を 達 成 す
る。研修参加者から活動の
⽀援者への移⾏ 10 ⼈程度、
並びに継続的な活動への参
加者数 25 ⼈程度を⽬指す。 

2024 年
3 ⽉末 

研修実施回数 2 回 
 
1.「こども⾷堂⽴ち上げ講座 inいわき」 
・参加者数 のべ 85 名 
・アンケートの結果、参加者の満⾜度は 9割
超 
・アンケートの結果、「こども⾷堂の取り組み
に主体的に参加したい」⼈は 11 ⼈ 
・講座終了後、こども⾷堂等⼦どもの居場所
の運営を始めた⼈は 4組（2023 年春時点） 
 
2.「こども⾷堂⽴ち上げ講座 in南相⾺」 
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・参加者数 のべ 104名 
・アンケートの結果、参加者の満⾜度は 9割
超 
・アンケートの結果、「こども⾷堂の取り組み
に主体的に参加したい」⼈は 20 ⼈ 
・講座終了後、こども⾷堂の運営を始めた⼈
は 2 ⼈（2023 年春時点） 

地 域 の ⼦ ど も の 居 場
所、⼦どもの⾷堂で育
成された⼈材とともに
親のピアカウンセリン
グや相談活動を⾏うこ
とで、親の悩みの改善
や⼦育て環境の改善を
図る 

⼦ども⾷堂の実施回
数             
親の会、⼦育て相談
の実施回数 

⼦ども⾷堂の実施回数を３
年間で、９箇所で毎⽉１回
以 上開催で き るよう に す
る。それぞれの場所におい
て年４回の親の会、もしく
は相談会が開催できる状況
ができる 

2024 年
3 ⽉末 

ふくしまこども⾷堂ネットワーク直営での
こども⾷堂運営は⾏っていない。 
2023 年度、親の会、⼦育て相談会を実施予定。 
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⼦ども⾷堂（⼦どもの
居場所）で積極的に⼦
ども⽀援活動に参加し
てゆくボランティアを
増やしてゆく。⼦育て
環境改善のための事業
の成果、効果を⾼めて
ゆく 

ボランティア⽀援者
の数。持続の可能な
仕組みや構造ができ
るよう に な っ て い
る。 

９箇所の⼦ども⾷堂（⼦ど
もの居場所）でボランティ
アが 10 名以上確保できてい
る状況をつくる。９箇所の
⼦ども⾷堂（⼦どもの居場
所）で物資、資⾦の提供が１
０団体（名）以上確保できて
いる 

2024 年
3 ⽉末 

ふくしまこども⾷堂ネットワーク直営での
こども⾷堂運営は⾏っていない。 
2023 年度はボランティアを対象とした研修
を開催して⼈材育成に取り組むとともに、ボ
ランティア⼈材が各地の取り組みにコミッ
トできるよう⽀援を展開予定。。 
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＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
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② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 

3. (任意）活動に関する報告 
浜通り市町村⾏政、社協でのヒアリングを終えた。いわき市、南相⾺市でこども⾷堂の⽴ち上げ講座の実施 
いわき市でその後 6 団体のこども⾷堂が⽴ち上がっている。南相⾺でも準備中の団体がある。 

 
③ 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 

þ⾃団体のウェブサイトで表⽰している  ☐広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している ☐イベント実施時に表⽰している ☐その他 

→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 
 
2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB 等） 
 福島⺠友、⺠報等でこども⾷堂⽴ち上げ講座やこども⾷堂⽴ち上げに関する記事が掲載されている 

2.広報制作物等 
 事業告知チラシ等 

3.報告書等 
 

4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
  2022 年 9 月いわき市と共催で「こども食堂立ち上げ講座」  2023 年２、3 月南相馬市と共催で「こども食堂立ち上げ講座」開催 
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添付資料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南相⾺での⽴ち上げ講座で地元のこども⾷堂が 
活動紹介 

⾼齢者中⼼のこども⾷堂（コスモス⾷堂） 

いわき市での講座（１回⽬）湯浅誠さんの講座 南相⾺でのこども⾷堂⽴ち上げ講座 
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------------------------------------下記④〜⑥は、年度末報告時にご記載ください（進捗報告時は記載不要）------------------------------- 
④規程類の整備に関する報告  
1.  事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 
☐完了  þ整備中 

 
2. 整備が完了した規程類を webサイト上で広く⼀般公開していますか。 
☐全て公開した þ⼀部未公開 ☐未公開 

→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇： 
 
3.  変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。 
☐はい  ☐いいえ 

→「いいえ」を選択した場合の理由： 
 

 
⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
2. 内部通報制度は整備されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：☐内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  þ JANPIA の窓⼝を利⽤ 
 

3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 
þはい  ☐いいえ 

→「いいえ」を選択した場合の理由： 
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4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 
þはい  ☐いいえ 

→「いいえ」を選択した場合の理由： 
 
5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 

þ内部監査を実施  ☐外部監査を実施  ☐実施する予定がない 
→「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 

 
 


